
調査区全景 ( 平成 12 年度調査 )

　田屋遺跡は、市内北部の石鳥谷町大瀬川地区にありま

す。ここは、南東へ流れる葛丸川左岸に広がる段丘の西

側にあたり、北側は薬師堂川により区切られる地形です。

　本遺跡の発掘調査はこれまで 2度行われています。昭

和 41･42 年には、大瀬川小学校 (現：大瀬川振興センター )

東側にあった畑を水田化する際に岩手大学により調査が

行われ、縄文時代中期中頃～後期中頃 ( 約 4,500 ～ 3,500

年前 ) の竪穴住居跡 1棟や直径 3.5m程度の円形に川原

石を並べた配石遺構 2基が見つかりました。

　その後の平成 12年には、大瀬川公民館 ( 現：同振興セ

ンター ) の建設に伴って石鳥谷町教育委員会により調査

が行われ、同じ頃の貯蔵穴 ( 食糧を蓄えた穴）や内部に

集石のみられる土坑（お墓か ) が見つかりました。また

縄文土器・木の実などを潰したり粉にする用途や狩りに

使う石器・土偶や

キノコの形をした

土製品・石製品な

ど多く見つかりま

した。

   た   や   い せき  　　　し ないほくぶ 　　いしどりやちょうおおせがわちく                                

おこな　　　    じょうもんじ   だいちゅうき   なかごろ　     こう   き   なかごろ

  　　　　　　　　　　なんとう　なが　　　くずまるがわさがん　　　　　　　だんきゅう  にし　                                

がわ　　　　　　　　きたがわ　やくしどうがわ　　　　　く    ぎ 　　　　　 ちけい                               

 ほんいせき　   はっくつちょうさ                                                                        　　　　　　      しょう                                   

  わ　　　　　　　　　　　　おおせがわしょうがっこう げん おおせがわしんこう　　　　　                                

 ひがしがわ　　　　　　　　　すいでんか　　　 さい　　いわてだいがく　　　　ちょうさ　　                                

　　　　　　たてあなじゅうきょあと     とう  ちょっけい　　　　てい ど　　えんけい　かわら                            

いし　なら  　　　はいせきいこう   　き                           

　　　　　　　　へいせい 　　　　　　　　　 おおせがわこうみんかん      げん     どうしんこう                              

　　　　　　　　けんせつ ともな　　　いしどりやちょうきょういくいいんかい    　　　　ちょうさ                           

 　　　　　　　　　　　　ころ 　ちょぞうけつ  しょくりょう  たくわ                     　　　　　ない     ぶ                              

しゅうせき 　　　　　　　　ど こう　　　はか                               

じょうもんどき　　き　　 み 　　　　　つぶ　　　　　こな  　　　　 よう と　　  か                             

　　　せっ  き　　 ど  ぐう  　

どせいひん　  せきせいひん  　


